
栗原：昨年はコロナ禍という大変な状況にも関わら
ず千葉商科大学の中小企業診断士養成プログラムに
実習の場をご提供いただきましてありがとうござい
ました。また、この度はインタビューの機会をいた
だきましてありがとうございます。
　社長の著書１も拝読いたしましたが、御社はこれ
までの100年を超える長い歴史の中で激動の時代を
切り抜けてきました。まず、初めに御社の歴史、事
業内容についてお聞かせください。

100年を超える激動の歴史
若林：当社は 1912年（明治 45年）創業の日本で
初めて内燃機関の動力を利用したエンジン式機械掘
りのさく井工事を行った会社です。もちろん、それ
以前も日本には江戸時代から井戸を掘る業者は存在
していましたが、それまでは、主に人力を使った手
掘りの工事でした。
栗原：御社は日本で初めて近代的な機械掘りを広め

た会社ということですね。
若林：当社の主要事業は井戸を掘るさく井工事です
が、飲料水、工業用水、防災用など様々な用途の井
戸があります。また、温泉や天然ガスを掘ることも
手掛けています。加えて、井戸の耐用年数は一概に
は言えませんが約 20～ 30年程度と考えられてい
ますので、なるべく長く使い続けられるようにメン
テナンスサービスを提供しています。しばしば、メ
ディアなどで「日本はどこを掘っても必ず温泉が出
る」と言っている人がいますが、それは必ずしも正
確な情報ではなく、井戸を掘るための地質調査や関
連の土木工事も当社の重要な事業です。
　当社が最初に受注した工事は1913年（大正2年）
の現在の新宿区下落合の工業用さく井工事でした。
ところが、工事の途中で掘削ができなくなるトラブ
ルが発生しました。当時の松本社長はアメリカから
ロータリー式鑿

さくせい

井機を導入、技師を招いて技術指導
を受け、この難局を乗り切って深さ158メートルの

社長プロフィール
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水を通じて社会に貢献し続ける100年企業

１  『井戸を掘る 命をつなぐ』株式会社日さく　代表取締役社長　若林直樹著、ダイヤモンド社、2017年
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深井戸掘削に成功しました。
　その後、北は樺太、北海道から南は九州まで日本
各地に加え、海外でも中国大陸、当時の満州国で
さく井工事を広く展開していきました。ところが、
1945年（昭和20年）の終戦により、大きなダメージ
を受けました。海外で稼働していた機械設備は全て
連合国に接収され、社員も総引き揚げしてきました。
また、戦後の混乱期にさく井工事を発注するような
お客様はおらず、当社は最悪の事態も覚悟していた
ようです。
　ところが、当社はこの最大の危機を乗り越え、大
いなる発展につなげることができました。それは、
戦前から手掛けていた新潟県の天然ガスさく井事業
の成功です。新潟に天然ガス層があることをご存知
でしょうか。
栗原：それで新潟に御社の事業拠点があるのですね。
若林：1946年（昭和 21年）に本格的に天然ガス
井の掘削に着手し、成功しました。当時、戦後の燃
料不足で公共交通機関のバスの営業再開には燃料の
自力供給が必要でした。新潟は空前の天然ガス・ブー
ムに湧き返り、このブームを背景に当社も大きく発
展、成長を遂げました。
　ところが、1956年（昭和31年）頃から天然ガスの
採取に伴い地下水をくみ上げすぎた新潟港湾地区で
地盤沈下が発生、家屋の浸水や道路の冠水被害など
大きな社会問題となりました。これにより国の勧告
で天然ガスの採取は中止となり、当社の経営基盤を
揺るがす大打撃となりました。

栗原：再び経営の窮地に陥ったのですね。
若林：しかし、この窮地にひとつのチャンスが訪れ
ます。国は、浸水防止対策事業として土質調査を実
施することになり、当社がこれに参加することで地
質調査という新たな事業が加わりました。また、新
潟県は地すべりの多発地域でしたので、調査から対
策まで一貫して対応するために地質調査や土木工事
部門も発展しました。
栗原：ピンチをチャンスに変えていったのですね。
若林：地質調査に加え土木工事へと事業を拡大して
いきましたが、どうしても国内需要だけでは限界が
あるため、1970年代から海外 ODA地下水供給案
件を受注するようになります。子供が水汲みで重労
働を強いられ学校に通えないようなアフリカの地域
では、暴動や革命が起きて民政が不安定になるため、
世界各国の要請により ODAで地下水の供給が事業
化されました。当初の中東のイエメンでのさく井工
事では経験不足から大きな損失を出してしまいまし
た。しかしながら、何とか頑張ろうとプロジェクト
を完遂し、海外プロジェクトの貴重な経験とノウハ
ウを得ました。その後、他社が撤退していく中、各
地の ODA案件に参加し、今では海外事業は当社の
主要な事業の位置づけになっています。
　小泉改革以後、公共工事は少なくなりましたが、
民間にはまだ井戸を掘る需要が相応に残っており、
当社は民間にも回帰しました。最近は温泉を掘ると
いう案件も当社の業績に貢献しています。また、井
戸は掘った後、孔内にパイプを設置するのですが、株式会社日さく 本社

ザンビアの ODA 事業
出所：株式会社日さくホームページ
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このパイプを自社工場で生産しているのも当社の特
色です。以上が当社の歴史と事業内容のご説明にな
ります。
栗原：ありがとうございました。御社の事業の歴史
と特色がよく理解できました。
　次に御社が大切にしている理念や価値観をお聞か
せいただけますでしょうか。

企業は社会に貢献するために存在し
ている
若林：まず、企業はなんのために事業をしているの
かということです。もちろん、企業は利益を上げて
いかなければいけないのですが、それと同時に企業
は社会に貢献するために存在しています。当社は創
業以来、水という人が生きるために大切なものを供
給することのお手伝いをしています。また、地すべ
り対策工事のように人が災害に遭わないように、不
安のない地域社会づくりに貢献しています。哲学的
な言い方にはなりますが、社会へ貢献していれば、
その先に必ず利益があると思うのです。社会への貢
献が当社の一番大切にしている考え方です。
　それと同時に大切にしている価値観としては、「お
客様が困っていたら、何とかして最後までやり遂げ
る」ことです。一般的によく見られることですが、
それ以上やったら赤字になるので、仮にお客様が
困っていても対応しない、逃げてしまうということ
があります。それでは社会のためには役立っていな
いと思うのです。創業時の下落合の工事でも、何と
かして工事を継続するために、わざわざアメリカか
ら機械を導入し、技師を招いて工事を完遂しました。
その姿勢が創業以来、ずっと当社のDNAとなって、
現在までつながっています。仮にその工事で利益が
上がらなくとも、そのお客様から信頼を得てWin-
Winの関係を構築することにより次の工事、その次
の工事と仕事がつながっていくことで利益が上がっ
ていけばいいのです。「困っているお客様がいたら
対応する」、平たく言えば逃げないということを価
値観として持っています。

栗原：困っているお客様に対応することで、その後
も切れ目なく仕事がつながっていく、継続的にお互
いの発展につなげていく。そのようなお考えのもと
で事業を行っていらっしゃるという理解でよろしい
でしょうか。
若林：そういうことです。お客様と私の代理である
当社の社員との人と人との関係が、お客様の会社と
当社との会社と会社の関係に発展していく。仮にお
客様の担当者が変わっても、当社の担当者が変わっ
ても、会社と会社の関係として受け継がれていくと
いうことが大事なことだと考えています。
栗原：ひとつひとつの工事を大切にすることに加え
てお客様との関係も大切にしていくということです
ね。
　話は変わりますが、御社は健康経営２をはじめと
してたくさんの従業員向け施策に取り組まれ、中小
企業としてはかなり手厚い福利厚生を実現されてい
らっしゃいます。次に従業員に対するお考えもお聞
かせください。

社員が退職後も健やかに過ごせるよ
うに
若林：先ほども話しましたが、当社は困っているお
客様に真摯に対応して、お客様に満足してもらうと
いう姿勢を大切にしています。当社の従業員がいや
いや仕事をしているのでは、お客様に満足していた
だけるような対応はできません。もっとも、従業員
に 100％満足してもらうのは難しいのですが、仕事
にやりがいをもって取り組んでもらえるように多く
の施策を実施しています。
　現在、一番力を入れているのは健康経営です。人
生100年と言われていますが、当社は70歳までの雇
用延長制度を取り入れています。退職後、残りの
30年の大半を健康で生活するのか、寝たきりで生
活するのかでは大きな違いです。そのため、社員が
会社に在籍している間に健康に留意して、健康が一
番大切であることを身に付けてもらうことを目指し
ています。もちろん社員が会社に在籍している間だ

２  健康経営は、日本再興戦略、未来投資戦略に位置づけられた「国民の健康寿命の延伸」に関する取り組み。株式会社日さくは、2021年3月に健康経営優良法人（ブライト500）
の認定を受けている。
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け健康であれば良いというのではなく、むしろ退職
後に健康でいられることを目的にして取り組んでい
ます。近年、高齢者医療費の財政負担も社会的な問
題となっています。健康経営に取り組むことで、社
員の幸せと社会問題の解決に貢献できると思いま
す。
　具体的には「禁煙をしましょう」、「食生活に気を
付けましょう」、「体を動かす体操をしましょう」な
ど、色々なことに取り組んでいます。その中でも、今、
やろうとしているのは睡眠障害への取り組みです。
ご存知のように睡眠時無呼吸症候群はかなりの数の
潜在患者がいると言われています。心筋梗塞や脳梗
塞の原因にもなるそうですが、一番怖いのは、機械
や車両の運転時に強烈な睡魔に襲われ、事故が発生
するリスクがあることです。当社にとっては非常に
危ない病気のひとつです。そこで、会社が費用を負
担して、社員が睡眠の検査を受診できるようにしま
した。もちろん、体の健康だけではなく、ストレス
チェックなどを実施してメンタルヘルスの維持向上
にも取り組んでいます。社員の健康上の課題となっ
ていたことには、概ね対応できてきたので、次のス
テージに入ってくるのではないかと思います。
栗原：御社は工事で危険を伴う機械操作が多いので、
睡眠障害に取り組む意義は大きいですね。ところで
次のステージとはどういうものでしょうか。

次の目標は社員幸福の実現
若林：当社は従業員満足の次に社員幸福を目指して
います。従業員満足は福利厚生、職場の環境整備な
どを通じて、社員が仕事をやり易くなるということ
です。一方、社員幸福は、例えば 70歳を迎えて、「自
分が生まれかわったら、またこの会社に入りたい」
とか、子息や親類、知人にこの会社に入ることを勧
めたいなど、会社に対する前向きな情熱や思いを持
つことです。従業員満足の次は、社員の関係者が多
方面からこぞって入社してくる、社員が「この会社
に入れて本当に良かった」と思ってもらえるような
社員幸福を目指しています。
栗原：少子化の影響でだんだん採用も難しくなって
きていますので、人材の採用の面からも御社の強み
となる重要な取り組みですね。それでは、次に採用
後の人材育成についてのお考えもお聞きしてもよろ
しいでしょうか。

経営は「ヒト、ヒト、ヒト」、人間力のあ
る人材を育成する
若林：新聞社などからもよく取材を受けるのですが、
経営上大切なものは何ですかという質問の一般的な
答えに「モノ、ヒト、カネ」というのがあります。
しかし、私の答えは「ヒト、ヒト、ヒト」です。ヒ
トがモノを引っ張ってくる。カネも引っ張ってくる
のです。ヒトが一番重要なのです。本人の言葉かど
うか定かではありませんが、亡くなられたプロ野球
の野村監督が「財を残すは下、仕事を残すは中、人
を残すは上」と言ったそうです。
　それでは、次にどういう人材を育成するのかとい
うことですが、この問いに対して「御社の事業では、
現場力のある人材、技術力のある人材が必要でしょ
う」とよく言われます。しかし、私が人材育成にお
いて一番基本としているのは人間力です。具体的に
は人に対して敬意を持つ、思いやりを持つ、感謝の
気持ちを持つ、この3つを持った人材を育成するこ
とを重視しています。
　例えば、技術力はあるが人間力のない人と技術力
はないが人間力がある人がいるとしましょう。人は

健康経営優良法人認定証
出所：株式会社日さくホームページ
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どちらの人と仕事をしたいのかというと、人間力の
ある人と仕事をしたいので、人間力がある人の方が
たくさん仕事をすることになります。たくさんの仕
事を経験することで技術力がなかった人にも技術力
は付いてきます。逆に技術力があっても人間力のな
い人は仕事の経験があまり増えないので、長い間に
技術力も逆転されてしまいます。
　会社に困ったことがあった時に何とかしてくれる
人は、このような人間力のある人で、このような人
が人知れず努力して企業を支える人になっていくと
思うのです。ですから人間形成、人間力を高めてい
くことが一番大切なのです。
　では、何からスタートするかというと、まず挨拶
です。そして、笑顔と笑い声がある会話です。人間
関係が円満になることで、人間力も上がります。会
社には家庭環境や経歴などが異なる多様なバックグ
ラウンドを持った人が集いますので一朝一夕に全員
がそうなるのは難しいのですが、少しずつ軌道修正
できるように努力しています。
栗原：ありがとうございました。人間力のある人材
を育成することが大切だということですね。それで
は、また、話は変わりますが、御社はこれまで数々
の経営の困難を乗り越えて今日に至りました。変化
する事業環境に対応して企業が事業を継続していく
には、何がポイントだとお考えでしょうか。

事業を継続するということは、困ってい
る人に対応し続けること
若林：当社の事業がこの先大きく拡大していくかと
いうと、その期待度はあまり高くないと考えていま
す。しかし、一方で当社の事業は無くなることはな
い事業だと考えています。はっきり言って中途半端
な状況です。その中途半端な状況をどうしていくか
ですが、最初に申し上げました通り会社には社会に
貢献するという会社が存在する理由があります。当
社は水に関わる事業を展開しています。どこかに水
を必要として困っている人がいる、また、防災とい
う対策を必要としている人がいる限りそれに応える

当社の存在が必要となるのです。困っている人に対
応し続けることが、自社の事業を継続する上で大切
なことです。
　では、実際にどのような事業展開をしていくか
ですが、当社の事業は水循環基本法３、水道法４と
いう2つの法令の改正により大きな転換点にありま
す。これまで、ややもするとネガティブに見て見ぬ
ふりをしてきた地下水について、有用な資源として
どのように活用していくのかという前向きな考え方
が水循環基本法で明確にされました。地下水は温度
が一定で、おいしいという利点があり、それを河川
水で実現しようとすると高度な処理等が必要になり
ます。そのような有用な資源を地盤沈下という問題
を引き起こさないように活用の見直しを図っていく
ところに当社の新たな事業チャンスが生まれ、当社
の110年の歴史が生きてくると思います。
　また、水道事業については少子化、設備の老朽化
の進行により効率化を促す動きがあります。例え
ば、これまでA市、B市、C市が別々に運営してい
た水道事業を広域連携でひとつの事業団に統合する
という動きです。これまで3つあった浄水場がひと
つになります。それはそれで良いことですが、効率
化を進める際に山間部などの過疎地にあるような少
人数集落への供給をどうするのかという問題が生じ
ます。井戸を掘って上水を井戸水で供給すればこの
問題は解決され、さく井の新たなニーズが生まれま
す。色々な社会の変換点の中で地下水の利用が見直
されてきているのですが、今はまさにそのターニン
グポイントにあると言えます。
　それから、次の話は海外の事業展開ですが、海外
事業は与信の問題があり、これまではODAに関す
るもののみでした。しかしながら、海外には国内以
上に、ものすごく水を求めている地域が数多くあり
ます。海外には大きな需要がありますので、今後は
ODA以外の案件への展開も考えています。
　加えて、防災・減災への取り組みは国策であり、
社会全体の大きな問題でもあります。防災対策も公
共投資の予算に左右されますが、年々予算が削減さ

３  水循環に関する施策について、その基本理念を明らかにするとともに、これを総合的かつ一体的に推進するため、2014年7月に制定。
４  1957年制定の水道事業に関する法律。少子化、水道施設の老朽化に伴い水道事業の効率化のため、2020年に一部改正。
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れる傾向にあり、これまでのように新しい施設を次
から次へと建設していくことはできません。一度
造った施設をどのようにメンテナンスしていくのか
という新しい展開に入っています。井戸を例にする
と、井戸の寿命は一概には言えませんが約20～ 30
年と考えられており、それを40年、50年に延ばし
ていくのが、今の時代のニーズです。メンテナンス
ニーズにどのように対応するのか、その中で収益性
を上げていくというノウハウがあると思いますの
で、今はその点に重きを置いて考えています。
栗原：最近 SDGsが注目されています。以前、御
社の事業は SDGsそのものだというお話をお聞き
しましたが、そこに絡めての事業展開はどのように
お考えでしょうか。

ビジネスそのものをSDGsの取り組みに
する
若林：社会貢献という取り組みで終わってしまうと、
企業の業績悪化の局面では、社会貢献をやっている
場合ではないと、その取り組みが継続できなくなっ
てしまいます。それが、CSRが停滞した理由と言
われています。そこで、SDGsではその失敗を繰り

返さないために、基本的にビジネスに絡めていく、
その取り組みをビジネス化していきます。当社は水
に関するビジネスをしていますので、当社の事業は
SDGs になります。17項目のその他の取り組みに
ついても、当社のビジネスと直接関係のない活動が
当社のビジネスにつながっていくのかどうかという
ことを観点に考えています。
　例えばひとつの例ですが、当社は清掃活動をボラ
ンティアでやっています。清掃活動を行っている中
で、ここは水が必要ではないか？という気づきが生
じ、水に関する話をするようになります。そこから
ビジネスの話につなげていく。やり方としては亜流
かもしれませんが、結果的にビジネスにつなげてい
く、それがSDGsの根本だと思います。SDGsを通
じて、一見、当社のビジネスと関係ないと見えるも
のを、どのように当社のビジネスに結び付けていく
のかという取り組みを行っています。
栗原：ありがとうございました。御社の事業に対す
る取り組み姿勢がよく理解できました。それでは、
最後にこれから起業を志す人や若い経営者にアドバ
イスをお願いします。

SDGsへの取り組み
出所 株式会社日さく会社案内  
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EXECUTIVE INTERVIEW
経営とは人を大切にすること
若林：それは難しい質問ですね。あまり起業を志し
てもらいたくないです（笑）。一番強く思うのは、
結局、人をどのようにして大切にするかです。自分
一人では何もできません。それをよく認識して、ど
うやってチームワークよくやっていくのか、どう
やって人間関係を形成していくのかを考えることで
す。昔は飲み会をよくやって、それがチームワーク
を良くする方法のひとつでしたが、最近の新聞にも
掲載されていたように、いわゆる「飲みニケーショ
ン」を否定するような結果が出ているようです。「飲
みニケーション」をやってもコミュニケーションが
良くならないそうです。それでは、どうやってビジ
ネスで必要な人間関係を形成していくかというと、
先ほど申し上げました通り人間力を高めていくこと
だと思います。些細なことでも他人に敬意を払い、
思いやりと感謝の気持ちをもって接していけるよう
な人材でないと経営者になるには難しいと思いま

す。と言っても、毎日、社員に気を遣って、大丈夫
かと声をかけなさいと言っているわけではありませ
ん。毎日やっていたら、ありがたみがなく、当たり
前のことになってしまいます。むしろ、ここという
ポイントで「この人は良くやっているな」と認めて
あげることが、人を惹きつけ人望を集めることにつ
ながっていくと思います。

自分に苦言を呈する人を大切にする
若林：それから、先輩でも後輩でも、上司でも部下
でも、自分に対して正面切って苦言を呈してくれる
人と付き合って欲しいと思います。以前、社外のセ
ミナーに参加した時に、参加者は 2代目、3代目の
経営者が多いのですが、社内に自分に対して苦言を
呈す人がいないという意見を多く聞きました。オー
ナー経営の会社でよくあることですが、自分が先代
から会社を引き継いだ時に、先代に仕えていた人を
遠ざけてしまうことがあると聞きます。私は、それ
は良くないことだと思うのです。苦言を呈する人の

株式会社日さく 110 年の歴史
出所 株式会社日さく会社案内  
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意見を聞いて、本当に会社がこれでよいのかどうか
を、日々考えることが経営者にとって重要なことだ
と思います。
　それから、社外に出るということです。会社に閉
じこもって、書類に判を押して、部下と会議ばかり
やっていても意味がありません。外に出ると言って
も、自社と同じ業界の人のところに行くのではなく、
全く関係のない業界の人が集まる場所に行くことで
す。もちろん、○○クラブといったところでは、飲
み会やゴルフばかりやっているという弊害もありま
すが、弊害の部分は対応しないで、そこから良いと
ころだけを吸収すればよいのです。
　加えて、いろんな本を読んで欲しいですね。た
だ、本を読んでいるだけではなく外にも出て欲しい
です。外の空気を吸って戻ってから、また本を読ん
で欲しいと思います。昔、寺山修司５さんが「書を
捨てて街に出よう」と言ったのをご存知でしょうか。
やはり、本からの知識だけでなく、外に出て色々な
空気を覚えることが、すごく大切なことだと思いま
す。
　それから、全体的に言えることですが、考える力
をつけて欲しいと思います。企業経営の答えはひと
つではないでしょう。答えがひとつではない問題の
答えを導いていくプロセスをどうやって身に付けて
いくかです。人から教えてもらうことももちろんで
すが、自分が主体的に行動することが必要です。経
営者は、自分で考える力を身に付けて、自分で考え
て行動することが大切だと思います。
栗原：ありがとうございます。正解がひとつではな
い問題の答えを導き出すのは、学校でそういう勉強
をしてこなかった者にとっては難しいことですね。
御社はこれまで経営の危機を何度も乗り越えてきま
した。コロナ禍で経営の危機に瀕している経営者
は、なぜ御社が困難を乗り越えられたのか、それが
一番聞きたいことだと思いますが、その点はいかが
でしょうか。

会社が続いてきたのは人材が続いて
きたから
若林：当社がどうして 110年続いたかと聞かれても、
はっきり言って私には答えは出せません。むしろ、
内部からみて、よくこの会社が 110年も続いたな
と思うこともあります。ただ、私も入社して 45年
が経ちますが、各々の局面で人知れずして努力して
会社を支えてきた人がおりました。そして、そのよ
うな人の背中を見ながら人材が 2人、3人と育ち、
社内に広がり、つながってきたから、会社も続いて
きたのではないかと考えています。会社が危機のそ
の時々にも、人知れずして努力する人が必ず存在し
て会社を支え、おそらく 110年前の明治時代から
ずっとつながってきたのではないかと思います。
　今後も当社が事業を継続していくために、そう
いった人材が途切れないように、コロナ禍でどのよ
うにコミュニケーションを取り育てていくのか、あ
るいは、全く新しい発想で育てることができるのか
どうかを思案しているところです。

５　  寺山修司：1935年‐1983年、歌人、劇作家。代表作に『田園に死す』がある。
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